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<論文内容の要旨 > 
本研究は、大学の初修中国語学習において、学習意欲の向上、授業後自習の促進、学習効
果の向上のために、通常の対面授業と授業後の e ラーニングを組み合わせたブレンディッド
ラーニング（Blended Learning；以下 BL）を開発することを目的としたものである。 
近年、日本の大学では、大学全入時代を迎え、学習者の学習意欲の低下や授業外の学習不
足といった問題が顕著となっている。一方、筆者が大学において担当する第二外国語として
の初修中国語おいては、受講者の増加やニーズの変化、日本語と異なる言語学的特徴、授業
時間数の制約などにより、授業後の自習、特に音声面を重視した自習が必要不可欠である。
このような問題を解決する方策の一つとして BL が注目され、対面授業と e ラーニングの双
方の利点を活かした効果的な語学学習が期待されている。しかしながら既存の中国語 BL は、
個々の実践者の経験によって設計が行われており、具体的な設計手法が必ずしも理論的に体
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系化されておらず、また、十分な実験検証も行われていない。さらに、他大学の教員や学習
者に対し、体系的な BL 用教科書及び学習管理システムを含む e ラーニング環境を提供して
いないため、設計者以外が汎用的に BL を実施することは困難である。 
こうした現状と課題を踏まえ、本研究では、初修中国語学習における効果的な BL を実現
するために、教育活動の効果・効率・魅力を高めるためのインストラクショナルデザイン
（Instructional Design；以下 ID）理論に基づく設計手法を提案し、その開発、実践を行っ
た。 
具体的には、まず、初修中国語 BL における学習プロセスの設計手法について、ID の基
本的な理論であるガニェの 9 教授事象に基づき、対面授業、授業後の e ラーニング、及び次
回の授業によるテスト・発展学習からなる 3段階学習プロセスを提案し、各段階における具
体的な学習活動や指導方略を体系的に明らかにした。また、提案学習プロセスによる BL を
実現するたに、中国語復習用 e ラーニング教材の設計、教材作成ツール Hot Potatoes を利
用した教材の開発方法、及び学習管理システムMoodleによる教材の提供方法を明らかにし、
BL環境を構築した。さらに、構築した BL環境を用い、言語専攻学科及び非語学系学科の
それぞれの実授業を対象に提案手法を適用した実証実験を行い、提案手法による学習意欲の
向上、復習状況の改善、学習効果の向上といった効果を確認した。 
次に、本研究で提案する 3段階学習プロセスによる BL において、その学習意欲をより高
めるために、ID の動機づけ理論である ARCSモデルに基づき、初修中国語 BL のための e
ラーニング教材の設計指針を作成した。具体的には、ARCSモデルの 4 要因及び 12 の下位
分類を枠組みとしつつ、Keller & Suzuki が提案する ARCSモデルを応用したコンピュータ
教材設計のための 44 の動機づけ方略を個々に検討し、中国語 BL 用 e ラーニング教材に適
用可能な方略を選択し、展開させる形で動機づけ設計指針を作成した。そのうえで、作成し
た設計指針を適用した e ラーニング教材を用い、実授業を対象とした BL の実証実験を行う
とともに、自習教材に対する学習意欲を測定するための Keller の調査票である IMMS を参
照して、本設計指針に対応した調査票を作成し、これによるアンケートアンケート調査を行
った。その結果、本設計指針の実践可能性と、これによる動機づけの高い e ラーニング教材
の開発が可能であることを確認した。 
さらに、これらの研究成果を踏まえ、以上に示す提案及び作成した設計指針に基づき、大
学初修中国語 BL 用マルチメディア教科書『中国語の ToBiRa（トビラ）』を開発、出版した。
本教科書は、コミュニケーション能力の育成を目指しつつ、本研究で提案する 3段階学習プ
ロセスに基づき体系的な学習内容を提供できるよう、対面授業用教材（教科書、音声 CD、
映像 DVD）、授業後の e ラーニング教材（PC 用 Web 教材、学習管理システム Moodle によ
り提供・管理する e ラーニング教材、スマートフォン教材）、次回の授業用教授用資料（テ
スト、発展学習、教授用音声 CD）など、各段階で必要となる各種教材を用意した。また、
授業後の eラーニング教材では、本研究で作成した eラーニング教材設計指針に基づき、様々
な動機づけ設計を行った。これにより、学習者に対しては、学習意欲の向上、自習の促進、
学習効果の向上が期待される学習環境を提供し、また、担当教員に対しても、学習管理シス
テムを含む包括的な eラーニング環境を提供し、BLの実施を支援可能としている。最後に、
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開発した教科書を用いて実授業を対象とした実証実験を行い、これによる継続的な授業実践
が可能であるとともに、学習者の意欲向上、自習促進、学習効果が期待できることも確認し
た。 
 
 
< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
主査および副査により論文の内容を精査するとともに、平成 26 年 1 月 29 日に、教育情
報基盤センターにおいて 50 分の口頭発表および 30 分の質疑応答による博士論文本審査会
を実施した。 
その結果、本論文は、大学における初修中国語授業を対象とし、その学習を促進するため
に、通常の対面授業と、授業後の e ラーニングによる復習を組み合わせたブレンディッドラ
ーニング（BL）を開発するものであり、以下に示す事項が確認された。 
 
1) 日本の大学における中国語授業は主に第二外国語として開講されるが、一般に、その
習得には多くの時間を要するとされる一方、近年の授業時間数の削減や非常勤講師に
よる複数授業の担当等の制約に加え、学習者の学習意欲の低下やこれによる授業外で
の学習不足といった課題が確認されている。このような課題を解決する方法として、
対面授業と e ラーニングを組み合わせた BL が注目され、これまでも多くの試みが実
施されているが、既存の中国語 BL は必ずしも体系化されておらず、他大学の教員や
授業に適用することが困難となっていた。そのような問題を解決するために、本研究
では、教員によらず汎用的に実践可能な、体系的かつ効果的な BL 手法を明らかにす
ることを目的としている。 
 
2) 効果的な BL の実践のために、先ず、インストラクショナルデザインの基礎理論の 1
つとして学習の促進に必要な条件を示したガニェの 9 教授事象と、一般的な語学学習
理論とを相互に照らし、対面授業による学習、授業後の e ラーニングによる復習、及
び次回授業における確認と発展からなる 3段階学習プロセスを提案し、これにより対
面授業における学習活動と e ラーニングによる学習活動との役割分担と連携方法を明
らかにしている。また、複数年に渡る継続的かつ複数大学を対象とした実証実験を通
じて、提案学習プロセスの有効性を確認している。 
 
3) 授業後の e ラーニングによる効果的な復習の促進のために、インストラクショナルデ
ザイン理論の 1 つである ARCSモデルに基づき、Keller および Suzuki が提案するコ
ンピュータ教材設計のための 44 の動機づけ方略を個々に吟味し、中国語 BL 用 e ラー
ニング教材のための動機づけ設計指針を明らかにしている。また、当該設計指針に基
づき e ラーニング教材を開発し、複数年に渡る継続的な実証実験を通じて提案設計指
針の有効性を確認している。 
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4) 本論文で提案する 3段階学習プロセスおよび動機づけ設計指針に基づく初修中国語学
習のための BL の汎用化のために、e ラーニングによる学習環境の提供と併せた BL 用
教科書を新たに開発するとともに、これを利用した 1 年間の継続的な実証実験を通じ
て、その実運用性を明らかにしている。 
 
以上の結果は、本論文が提案する初修中国語学習のための BL の有効性を示すものであり、
これは、本論文の目的である初修中国語学習における学習意欲の向上、復習状況の改善、お
よび、これによる学習効果の向上を実現するものと判断され、そのための具体的な手法を明
らかにしていることは大いに評価できる。特に、これらの成果に基づき BL 用教科書を開発
し、出版していることは、高等教育における中国語教育に直接的に貢献するものでもあり、
その有用性は極めて高い。また、学習者グループによっては教材の難易度の設定が難しく、
異なる学習者グループを対象とした更なる検討が必要であることを確認するなど、本論文で
残された課題や、本論文を通じて新たに確認された課題も明確にされており、提案 BL手法
の一層の汎用化に向けた今後の研究の発展が期待される。よって、本論文は博士(教育情報
学)の学位論文として合格と認める。 
  
